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2－
3

－
1
－

視
察
目
的
と
概
要

【
視
察
目
的
】

【
視
察
日
程
】

【
視
察
議
員
】

阪
神
淡
路
大
震
災
を
教
訓
と
し
た
兵
庫
県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
・
兵
庫
耐
震
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
取
り
組
み
を
確
認
す
る
と

と
も
に
、
被
災
の
爪
痕
を
今
日
ま
で
伝
え
る
北
淡
震
災
記
念
公
園
を
視
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
板
橋
区
で
の
地
震
災
害
対
策
の
課
題
を

抽
出
し
、
さ
ら
な
る
施
策
充
実
に
向
け
て
の
方
策
を
考
察
す
る
。

お
な
だ
か
勝
（
幹
事
長
）

橋
本
佑
幸

す
え
よ
し
不
二
夫

高
橋
正
憲

松
村
け
い
子

佐
藤
と
し
の
ぶ

高
澤
一
基

長
瀬
達
也

田
中
や
す
の
り

計
9
名

月
日

時
刻

行
程

9
:1
0
東
京
駅
発

1
1
:5
8
新
神
戸
駅
着

[昼
食
]

1
4
:0
0
視
察
開
始
（
兵
庫
県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
）

1
5
:3
0
視
察
開
始
（
兵
庫
耐
震
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
）

1
7
:0
0
視
察
終
了

[夕
食
]

宿
泊
：
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
神
戸

9
:0
0
新
神
戸
発

1
0
:0
0
視
察
開
始
（
北
淡
震
災
記
念
公
園
）

1
1
:3
0
視
察
終
了

[昼
食
]

1
4
:4
6
新
神
戸
駅
発

1
7
:3
3
東
京
駅
着
。
そ
の
後
解
散
。

2
0
0
8
/
7
/
3
（
木
）

2
0
0
8
/
7
/
2
（
水
）
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2－
3

－
2
－

視
察
内
容
と
見
解

視
察
先

視
察
テ
ー
マ

視
察
内
容

視
察
を
経
て
の
見
解

災
害
に
備
え
、
区
が
取
る
べ
き
対
策
に
つ
い

て
下
記
の
よ
う
な
多
く
の
知
見
を
頂
い
た
。

・
地
震
災
害
が
起
き
た
場
合
に
登
庁
に
か
か

る
時
間
は
数
時
間
も
か
か
っ
て
し
ま
う
た
め
、

区
に
お
い
て
は
赤
塚
庁
舎
を
第
二
の
防
災

拠
点
と
す
る
こ
と
が
大
切
と
な
っ
て
く
る
。

・
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
内
の
三
木
槽
総
合
防

災
公
園
の
よ
う
に
競
技
場
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

を
災
害
時
に
物
資
基
地
や
臨
時
へ
リ
ポ
ー
ト

に
活
用
で
き
る
よ
う
な
施
設
設
計
が
求
め
ら

れ
る
。

兵
庫
県
広
域
防
災

セ
ン
タ
ー

防
災
教
育
専
門
員

井
上
清
文
様

兵
庫
の
防
災

災
害
文
化
が
支
え
る

減
災
社
会
の
実
現

・
大
震
災
か
ら
の
教
訓
と
対
策

①
災
害
に
対
す
る
備
え
、
②
初
動
体
制

→
震
度

７
ク
ラ
ス
の
大
地
震
に
も
耐
え
う
る
強
度
を
有
し

た
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー
整
備
、
③
防
災
関
係
機

関
相
互
の
連
携
、
④
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
地
域
）
の

防
災
力
、
⑤
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
大
切
さ

・
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
の
コ
ン
セ
プ
ト

①
災
害
時
に
お
け
る
応
急
活
動
拠
点
、
②
防
災

を
中
心
と
し
た
人
材
育
成
拠
点
、
③
防
災
に
関

す
る
調
査
研
究
拠
点
、
④
親
し
ま
れ
る
ス
ポ
ー

ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
拠
点

研
究
セ
ン
タ
ー
で
の
研
究
結
果
や
検
証
で
き

た
内
容
を
積
極
的
に
情
報
収
集
し
て
、
国
・

地
方
自
治
体
は
耐
震
化
促
進
施
策
に
活
用

し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば

1
0

0
万
円
の

補
強
を
行
っ
た
木
造
住
宅
と
行
っ
て
い
な
い

木
造
住
宅
の
比
較
実
験
の
実
際
の
映
像
が

存
在
し
た
が
、
こ
う
し
た
映
像
を
積
極
的
に

活
用
し
て
、
区
民
に
耐
震
化
の
必
要
性
を
訴

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
方
自
治
体
の
耐
震

化
施
策
を
一
層
促
進
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

独
立
行
政
法
人

防
災
科
学
技
術
研
究
所

兵
庫
耐
震
工
学
研
究

セ
ン
タ
ー
（
E
ﾃ
ﾞｨ
ﾌ
ｪﾝ
ｽ
）

総
務
室

山
田
啓
典

実
際
の
構
造
物
の

直
接
的
な
揺
れ
を

再
現
す
る

超
大
型
実
験
施
設
で
の

耐
震
設
計
や
施
工
の

高
度
化
に
関
わ
る

研
究
・
開
発

・
今
後
の
建
物
や
都
市
基
盤
施
設
の
安
全

性
を
高
め
る
た
め
の
下
記
の
実
験
結
果
を
中

心
に
視
察
を
行
っ
た
。

・
実
際
に
使
用
さ
れ
た
築

3
0
年
の
既
存
木
造

住
宅
２
棟
に
つ
い
て
の
耐
震
補
強
あ
り
と
な

し
の
比
較
実
験

・
地
盤
の
液
状
化
や
側
流
流
動
現
象
と
そ
れ

に
起
因
す
る
地
盤
・
杭
基
礎
の
崩
壊
過
程
の

解
明
実
験

・
橋
梁
の
破
壊
特
性
や
耐
震
性
能
の
実
験

要
援
護
者
名
簿
制
度

二
次
災
害
と
な
る
火
災
を
防
ぐ
防
災
体
制

自
衛
隊
の
到
着
前
に
消
防
団
の
活
躍
で
す

べ
て
の
生
き
埋
め
者
が
救
出
で
き
た
と
い
う

事
実
か
ら
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
防
災
視
点

か
た
再
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

北
淡
震
災

記
念
公
園

淡
路
市
役
所

市
民
生
活
部
市
民
課

坂
田
正
志

地
震
で
現
れ
た

野
島
断
層
の
見
学
な
ど
、

地
震
に
つ
い
て

様
々
な
角
度
か
ら
考
察

・
地
震
断
層
が
横
切
る
民
家
が
あ
り
の
ま
ま
の

姿
で
保
存
さ
れ
て
い
る
メ
モ
リ
ア
ル
ハ
ウ
ス

・
震
災
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、
被
災
者
自

ら
の
体
験
の
語
り
べ

・
地
震
の
仕
組
み
や
液
状
化
実
験
な
ど
多
角

的
に
学
べ
る
活
断
層
ラ
ボ

・
生
き
埋
め
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
数
は
３
０
０

人
で
あ
っ
た
が
、
消
防
団
の
活
躍
に
よ
っ
て
す

べ
て
救
出
さ
れ
た
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
が

救
出
活
動
の
成
功
に
貢
献
。


